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NiO, Coo, TiO2,V02 をど遷移金属酸化物の動的性質の研究 も,別の
グループによってここ数年続け られているC>移動度が小さやことで知 られるこ
れ らの物質の高周波伝導度の測定結果は,伝導の機構に関 して静的豪邸定から














研究室は｢温度物理学講座｣に属 している｡温度物理学 とい う言葉は光物理
学 ,音波物理学 ,熟物理学,統計物理学をど物理学 とい う名をつけることのは
や りの現在でもめず らしく思 う^ が多い と思われるが,われわれは温度そのも
のを物理的研究対象にしているので.この言葉は全 く適当である｡温度 とい う
概念が適用できる対象に物理的に意味をもつ熱力学的 (統計力学的)温度値を
考えることがわれわれの研究 目的である｡ もう少 しわかbやす く言えば,国際
的に定め られている国際実用温度 目盛 (肇行のものは1968年)を可能 を限
b熱力学的 目盛に一致させることや,まだ定められていをh温度領域にそれを
拡張するよう夜研究 をすることである｡





大 きくものをいったか らで ある｡ 戦後は,基本間隔 (永点 と水の沸点 との温度
間隔)の国際比牽,金点 ･銀点の値,亜鉛点の研究等温度定点の研究 と気体温
度計,標準抵抗温度計,標準熱電対等標準温度計に関する研究を手がけて来た｡






た物性測定 とそれ らが関係する物理 とを取 b奉げることにしているo現在行を
われてりるのは,格子波 と格子欠陥,JD相互作用,非晶質強磁性合金の電気抵抗
極小に関する研究,および,薄膜 トンネル素子の低温,零バイアス晩の抵抗異




れ も転位をいれたシリコン単結晶の熱抵抗を 1.50K以上で測 ることによっゼ こ
の間京の究明を行怒っている｡ またさらに 1.5OK以下のデータを得るために
He5冷凍機を試作中である｡
非晶質磁性金属に関サ るー研究では,倭,ず第-に非晶質の搾 りやすめ Ni蒸着
膜を対象に研究 している｡ これは I<ond_o効果で説明される希薄磁性合金匠み
られる電気抵抗極小とは,また異 った面白さがある｡
トンネル素子の研究では金属 - 金属酸化物 一 金属の組合せでみ られる低
温,零バイア ス時の抵抗異常を取 bあげている｡ (粟野 構 う､一
比企研究室
当研究室では物性実験関係の仕事を行をっているが,現在進行中または計画
中のテ-マは次のようをものである｡
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